
Ｑ
、
取
り
組
み
を
問
う
。

Ａ
、
遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
は

使
わ
な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

レ
ー
ク
伊
吹
農
協
の
場
合
は
、

残
留
農
薬
検
査
を
実
施
し
て
い

た
だ
き
安
全
性
の
確
認
を
行
っ

て
い
ま
す
。
特
に
本
市
が
力
を

入
れ
て
い
る
取
組
み
と
し
て
は

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
で
、
最
も
高

い
レ
ベ
ル
と
な
る
代
替
食
に
よ

る
提
供
を
行
っ
て
お
り
安
全
な

給
食
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
、
お
い
し
い
給
食
の
た
め
の

取
り
組
み
を
問
う
。

Ａ
、
子
ど
も
た
ち
に
人
気
の
献

立
メ
ニ
ュ
ー
を
受
け
継
ぐ
と
と

も
に
、
新
た
な
食
材
を
使
用
し

工
夫
し
た
献
立
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
感
謝
の

手
紙
や
寄
せ
書
き
を
い
た
だ
き
、

調
理
師
や
栄
養
士
の
励
み
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
食
育
に
つ
い

て
は
、
年
間
計
画
に
基
づ
き
、

指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
、
環
境
こ
だ
わ
り
農
産
物
の

給
食
使
用
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
問
う
。

Ａ
、
市
内
で
の
生
産
は
、
水
稲
、

そ
ば
、
柿
、
ま
く
わ
の
４
種
で
、

そ
の
栽
培
面
積
は
減
少
し
て
い

ま
す
。
近
年
の
物
価
高
騰
に
伴

う
生
産
コ
ス
ト
の
上
昇
や
地
場

産
物
の
活
用
な
ど
安
定
し
た
供

給
量
の
確
保
が
で
き
な
い
状
況

で
あ
り
、
現
在
、
本
市
で
の
使

用
は
、
平
種
な
し
柿
の
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。

Ｑ
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
（
無
農
薬
、

化
学
肥
料
未
使
用
）
食
材
の
使

用
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
問
う
。

Ａ
、
積
極
的
に
地
元
産
食
材
の

購
入
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
近

年
の
気
象
条
件
や
生
産
コ
ス
ト

の
高
騰
か
ら
、
地
元
産
食
材
で

あ
っ
て
も
そ
の
確
保
に
苦
慮
し

て
い
る
状
況
で
す
。
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
食
材
に
つ
い
て
は
、
安
定
し

た
供
給
量
が
見
込
め
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

Ｑ
、
市
の
考
え
方
は
。

Ａ
、
「
米
原
市
農
業
経
営
基
盤

の
強
化
の
促
進
に
関
す
る
基
本

構
想
」
に
基
づ
き
、
農
地
の
集

積
・
集
約
を
進
め
、
担
い
手
農

業
者
の
効
率
的
か
つ
安
定
的
な

農
業
経
営
の
実
現
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
小
規
模
農
家
や
家
族

経
営
農
家
の
方
々
の
営
農
も
含

め
て
市
内
の
農
地
が
保
全
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
お
り
、

今
後
も
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い

て
検
討
し
ま
す
。

Ｑ
、
国
の
「
み
ど
り
の
食
料
シ

ス
テ
ム
戦
略
」
に
つ
い
て
市
の

計
画
は
。

Ａ
、
国
は
、
令
和
３
年
５
月
に
、

「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦

略
」
を
策
定
し
、
温
室
効
果
ガ

ス
の
削
減
や
、
有
機
農
業
の
取

組
面
積
の
拡
大
な
ど
、
２
０
５

０
年
ま
で
に
目
指
す
姿
と
取
組

方
向
を
定
め
ま
し
た
。
市
に
お

い
て
は
認
定
を
受
け
た
農
業
者

等
は
い
ま
せ
ん
。

Ｑ
、
市
の
環
境
こ
だ
わ
り
米
等

の
作
付
け
状
況
は
。

Ａ
、
令
和
元
年
度
に
236
ha
、
令

和
６
年
度
は
156
ha
と
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
作
物
と
し

て
は
、
水
稲
、
そ
ば
、
柿
、
ま

く
わ
の
栽
培
の
取
組
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

Ｑ
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
農
業
の
推

進
方
針
は
。

Ａ
、
環
境
こ
だ
わ
り
農
産
物
の

栽
培
面
積
が
伸
び
悩
む
中
、
将

来
的
に
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
農
産
物

を
学
校
給
食
に
必
要
な
量
を
確

保
し
、
安
定
的
に
供
給
す
る
こ

と
は
、
難
し
い
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現

時
点
に
お
い
て
、
独
自
の
補
助

制
度
や
関
係
団
体
と
の
連
携
組

織
の
設
立
は
予
定
し
て
お
り
ま

せ
ん
。

Ｑ
、
ほ
場
整
備
か
ら
数
十
年
、

農
業
施
設
の
劣
化
の
対
応
は
。

Ａ
、
大
規
模
な
改
修
は
地
元
負

担
も
高
額
と
な
り
、
農
業
離
れ

が
更
に
加
速
化
す
る
こ
と
も
懸

念
さ
れ
る
な
ど
、
取
組
を
進
め

ら
れ
な
い
実
情
が
あ
り
ま
す
。

施
設
の
改
修
が
必
要
な
地
域
や

団
体
に
対
し
、
こ
れ
ら
の
支
援

策
の
活
用
を
促
し
、
農
地
の
維

持
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
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3
月
定
例
議
会
（
2
月
28
日
）
の
一
般
質
問
最
後
に
藤
田
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
テ
ー

マ
は
「
安
全
、
安
心
で
お
い
し
い
給
食
に
つ
い
て
問
う
」
と
「
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
、
家
族
経
営

に
つ
い
て
」
で
す
。
詳
し
く
は
米
原
市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
動
画
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

藤
田
議
員
の
一
般
質
問

小
規
模
・
家
族
経
営
農
業
を
問
う

安
全
・
安
心
、
お
い
し
い
の
給
食
の
取
り
組
み

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
材
に
対
す
る
考
え
方
は

環
境
こ
だ
わ
り
農
業
の
取
り
組
み

農
業
施
設
の
劣
化
対
応
は

山
脇
議
員
の
代
表
質
問
動
画

藤
田
議
員
の
一
般
質
問
動
画


